
本宮七丁目町内会 ２０２４年５月２７日

　会員各位

本宮七丁目町内会

本宮小学校創立１５０周年記念事業

支援のお願い
　　日頃、町内会活動にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。

　さて、別紙『趣意書』のとおり、本宮小学校創立１５０周年記念事業について、協力支援の

　お願いがありました。

　　つきましては、当町内会としても多くの方々が関係してきました本宮小学校ですので、次の

　ような対応としたいと考えますので、皆様の賛同・協力をお願い致します。

記
・協力金について

　　使途(使いみち)は、以下のとおりです(趣意書にも記載されています)

学校内歴史館の整備・金管楽器等費用・体育館ステージ幕新調

記念誌発行・記念式典開催(令和７年１月)・記念祝賀会開催(令和７年１月)

教育活動補助基金・イメージキャラクターパネル製作　他

　　目標額(寄付)は、以下のとおりです

協力者区分 目標額(円) 備考

町内会 1,650,000

同窓会員 900,000 3,000円×300名

大本宮会(旧学校職員) 600,000 3,000円×200名

現保護者 1,200,000 3,000円×400名

現学校職員 105,000 3,000円×35名

事業所(法人等) 2,100,000

その他 300,000

合計 6,855,000

上記の内『町内会』分は、本宮地区１５町内会 約8,000世帯についての目標額です。

15町内会の内、４町内会は現在”向中野小学校学区”ですが、除いてはいません。

・本宮七丁目町内会としての対応

令和６年度町内会予算から 40,000円(500円×80口) を協力金として支出する。

(赤十字活動資金や社会福祉協議会会費などと同様の扱いとする)

※町内会一括での寄付の場合は、記念品等の返戻品はありません。

・個人としての寄付を希望する場合

裏面のような『ご寄付者 芳名録』を記載しますので、寄付を希望する方は、会長:小笠原 又は

副会長:遠藤まで連絡願います。(寄付金をお預かりし、本宮小学校へ納入します)

   (6月20日頃まで)

※寄付金は一口500円の設定です。納入期限は令和６年6月末です。

～以上～
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【町内会の皆様】

◆トーロ 500円で一日以上でのご協力をお願いいたします。

◆ 四国以上で記念品を贈塁いたします。

【同窓会の皆様】

◆ 一口 500間で六日以上でのご協力をお願いいたします。

◆ 六国以上で記念誌を贈塁いたします。六爾以上の方はご芳名の欄に住所もご記入ください。

◆ 式典や祝賀会にご出席を希望される方は、本宮小学校副校長までご連絡をお願いいたします。

町内会名
(班名)

事務局

記入欄

芳 名 録

500円夕」 本宮 太郎

2000円 ○夕1 並柳 花子

夕」 大宮 学 (本宮○丁類○―○) 3000円 ○ ○ ○ 式典、祝賀会
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